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特集/Tグループ

「JICEラボラトリ ー 。トレ ーニングの変遷」
ー その 1

第1回教会集団生活指導者研修会から

第1 0回教会生活研修会まで

中 堀 仁四郎（南山短期大学助教授）

は じ め に

「日本に於けるTグル ー プ・トレ ー ニングの動向」について書くのが私に 与え

られた課題であった。Tグル ー プが我が国に導入さ れ た の は1 9 5 0年代の後

半である。 6 0年代後半か ら7 0年代中頃にかけて， 企業の人間関係訓練として

も一種の流行をみたが，その後その勢いは衰え現在では僅かの団体が Tグル ー

プという名称を用いた訓練を行っているにすぎない。一方， Tグル ー プが下火に

なっ た頃より， エ ンカウンタ ー グル ー プに盛んになってきている。 Tグル ー プト

レ ー ニングの動向を捉えるにはこれらの情報が必要であるが， 私の手許にはTグ

ル ー プトレ ー ニングの紹介を行ったような文献はあってもTグル ー プの実際の動

向を追えるような資料が殆んどないことを発見した。 ただ少しあるとすれば私が

過去2 0年余りかかわってきた， J I CE ー 立教大学キリスト教教育研究所一の

ヒュ ー マンリレ ー シ ョンズ ー ・ラボラトリ ー に関するもので， 自分の参加した研

修会の Take-Home-Kit. とその時の記植である 。書く とした ら我が 国

の Tグ ル ー プ動向ではなくて， まずはJ ICEのラボラトリ ー トレ ー ニングに

ついてである。 常々やり っ放しにしてきた自分をふりかえる機会に もなり．資料

を集めて整理しておくいいチャンスで もあると思い． まずは手許 にある資料をも

とにJ ICEトレ ー ニングの歩みとその変化を眺めてみることにした。

この2 0余年間に， ヒュ ー マンリレ ー シ ョンズラプをはじめ， その他， コミュ

ニテイ開発ラブ， 組織開発ラブ， 自己啓発ラブ， 聖書研究セミナ ー など， さまざ

まの， また数多くのJICEトレ ー ニング が実施されてきた。 この間に， 参加者と

してまた， ス タッフとしてこれらにかかわった者の数は3,000人をこえると思

われる。 J ICEのトレ ー ニングの運動はこれらの多くの人々に よって進められ

また， これらの人々を通して我が国の教育・トレ ー ニング界に大きな影善を与え

ている。 現に南山短期大学に人間関係科が設償された時の 一方のきっかけはJ I

CEトレ ー ニングの影善に よるものであった。 J ICEトレ ー ニング活動もずい

分 と長い歴史と広がりをもっているのである。

- 11 -



の後

思わ

れ るか らである。

なお，

についてのべ， そ

たと思われ ること を記す こ

び目標 ーを参照して頭 たし冨

l 第1

世界キリスト教協議会， 日

行事として，第 1

いては， 各回ごとの変化や特 徴となっ

を通しての変化は， 最後に付した

0)一

(Laboratory on the Church 

and Group Life)が， 1 9 5 8年7月21日より8月1日， 1 1泊12日0)

日程で山梨県清里の清泉寮で開かれ た。 アメリカ およびカナ よ

り 1 0 名の指導者をスタッフとして迎え，参加者には日本のプロテスタント教会

各教派の教職者，教師， 宣教師の中から英話に特に堪能な3 5名が選ばれた。 ほ

とんどの参加者はグル ー プ ・ ダイナミックスに関することは勿論の こと， ラボラ

トリ 一 方式による研修会に関する知識は持っていなかったと思われ る。

研 修 会 の目的

この研修会の目的は次のように0)べられ ている。

「教会の共同体的生活は，キリスト た である。

聖霊の力が各個人を我らの主にあって一つとしているようなキリスト者のグル ー

プは， 日常の生活に直面し，互いに分ち合うような統一を具体的に示す ことによ

って，此の世に対し， 徊音の力を宣楊するものである。 キリスト の こ

の意味は教会内において， 知られ るべきであるほどに充分には知られ ていない。

従って， このラボラトリ ー の目的は， グル ー プ ・ ライフヘの我々の関わり

をおよ ，諸力を探究する こ とである。 実験的特殊状況下で、 これ

らの諸力に対してよりセンシティブになり，教会内のリ ー ダーとしてより創造的 ，

応答的にな る ことをめざすのである。」

即ち， 教会の信徒のあらゆ で「分ち合い」と「交わり」を

実現し，キリストの体としての共同体の意味 を実現する ために， この研修会の参

加者が集団の中に働く諸要因， ダイナミックスに対する感受性を増し，リ ー ダ ー

シップ能力を高める ことが この研修会の目的であった。

ラボラトリ ー としてのこの研修会の前提

この研修会は， その英語名にあるこ‘とく教会集団生活についての ((ラボラトリ

_,, であった。 開会に際し，いくつかのラボラトリー の特徴がのべられている。
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(1) ラボラトリ ーは特定の限定された領域の知識を取扱う 。 それは，1つの分野

で 展開するように設計され装備されている。 このラボラトリ ーは， 集団生活の

フィ ールドで展開するように設計されている。

(2) ラボラトリ ーは隔離された状況である。 ここでは日常の煩雑さを離れ， 我々

は 我々の関心のある領域を浮ぼりに し， より注意深く探究することが出来るの

である。 それは ((文化的孤島” とも言いうるものである。 この意味では，うボ

ラトリ ーは←人工的” である。 しかし ，我々はここで相互の関係の中に生きて

いる。 つまりここでの生活には限界があるが， し かしなおそれは真実な生活で

あ る。

(3) ラボラトリ ーは， それ自身の生活の中で生み出された素材を取扱う。 我々の

研究する集団生活（グループ・ライフ）は我々がここに つくり出すグルー プライフで

あ る。 我々の観察する諸 力は我々の生活 ートレ ーニンググルー プ， プラクテ

ィス・グループ， そして， このラボラトリ ーでのその他のグルー プに於て一

に影響を与えている諸力である。

(4) ラボラトリ ーは特定の目標と， それを達成するた めにデザインされた方法か

らなっている。 我々の目標は， メンバ ーとして， グルー プ状況での自からの行

動を向上させることである。 ラボラトリ ー ではいろいろのものを組合せ て こ

の目標を達成することを助けるように設計されている。 またラボラトリ ーは試

み の場でもある。

研修会の構成要素

「礼拝」，「理論セッション （ セ オ リ ー ・セッション ）」， 「トレーニング ・

グルー プ (Tグルー プ ）」 「プラクティ ス・ グルー プ」， 各セッション後に行

われた「PMR(反応票）」， 研修会の途中 で行われたスタッ フと参加者が， そ

の理解度， ニード，反応などを「評価」する面接などが研修会の目標を達成する

こめに用いられた方法的構成要素である。

柳準的1日スケジ ュ ー ル

7 : 0 0 礼拝 午後2 : 0 0 プラクティス ・ グループ

(p) 

7 : 3 0 食事 4 : 0 0 

4 : 3 0 入浴

8 : 3 0 トレーニング・グル
ープ(T) 6 : 0 0 夕食

1 0 : 3 0 休けい

7 : 3 0 礼拝

1 1 : 0 0 セオリ ーセッション I 

I (Th) 8 : 0 0 夜のセッション

1 2 : 3 0 昼食 I 
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各構成要素について次のように記されている。

セオリ ー ・ セッション(Th)

「(1) 社会科学の研究成果である理論やこれまでのラボラトリ ー で得られた経

験などの中からグルー プ生活に役立つと思われるものを提示し ，(2) このラボラ

トリ ー での体験や洞察を整理したり，説明したりする。」

ト レ ー ニング ・ グルー プ(T)

「 トレ ー ニング ・ グル ー プは，ラボラトリ ー の中で特別につくられたグル ー プ

で， そこでの 研究のための基本的デ ー タは， そ のグルー プ生活の中に実際に起っ

ていることがらである。 グルー プ内でのトレ ー ナ ー の役割は， そこに起っている

をグルー プか理解するのを助けることである。 グルー プ内のリ ー ダ ーシップ

ゃ， そこで行われることはグルー プ自身によって決定される。 このグル ープでは，

これまでとはちがった他の人との関わり方を見つけだしたり， また それを試み

たりし て，自分の行動やグルー プに対する影轡を知ることが可能である。 また，

グル ー プの生活や 行っていることに ついて考えたり， 腹の底で感じたりしてい

ることを表明 する自由も存在する。」 ー 1 グル ー プ参加者 1 2名，トレ ー ナ ー 1

名一 の編成でメンバ ーは固定， 全部で3グルー プがあった。

プラクティス ・ グルー プ(p)

「このグルー プでは，メンバ ーは，(1) 小グルー プ内に働く 諸力を認知 するス

キルをのばし，(2) それらの諸力を扱う適切な 方法を練習することができる。」

参加者9名， トレ ー ナ ー 1名の編成， 全部で4グルー プがあった。

研修会の学習過程

ラボラトリ ーは前述の構成要素を組合せながら進められるのであるが， そこで

は参加者は主体的な体験学習をするのであり そ の学習は 参加者の行う，(1)経

験(Exnerience) (2)反省(Ref 1 ect ion) (3)表象(Sym bo I)(4)秩序(Order)

の過程をふんで深められる。 このラボラトリ ー では， 第 1 の段階と 第 3 段階から

入った。 即ち， T グルー プと P グルー プは第 1 段階からはじめ，理論セッション

（ある程度はPグルー プに於ても）は第3段階からはじめた，ということがラボ

ラトリ ー の終りの部分で確認され ている。
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研修会の展開

7月21日 22日 23日 24日 25日 26日（土） 27日（日） 28日 29日 30日 31日 1 日

午

／前 T1 T2 T3 T4 Ts T5 T1 Ts T9 Tio 

(1) 

午 T h1 T h2 T h3 T h4 T hs 

／ 
T h5 T ha T h9 T h11 T h12 

前
プロセス チェアマ シェアー メンパ ー コミュニ 集団圧力 ネガティ 社会的変 グル ー プ

M.J・T- とコンテ ンのスタ ドリー ダ の機能 ケ ー ショ と集団基 ピィティ 革 の発展段
(2) ンと イル ー シップ ンの障害 準 階

午 P1 P2 P3 P4 

I I 
Ps P1 

I 
Pa T11 

チェアマ 大集団へ 持って帰 まとめ

観察 ロ ールプ ンのスタ の参加の 観察機能 集団決定 るもの
レイ イル 問題 PLR 

開会 「教会の インタレ Ps Th1 Th10 インタレ 閉会

夜 オリエン 使命」

I
ストグル i/ I 

「参加」 権威と権

I 逸脱者の ストグル
ープフー� ーン、 ョ P4 の全 威主議 問題

ープ

ン 体発表会 参加者の
タペ

図1. 第1回教会集団生活指導者研修会日程表

研修会の 1 日は， T グループで始まっている。 T グループで，メンバ ーは参加

者としてグルー プ内の様々の事象を経験し，同時にそれを観察する。 メンパー が

互いに認知した今ここの出来事を，フィー ドバックし，共有化する。 その過程は

また新しい事象をグルー プの中に生み出すのである。

Tグルー プに続いて，理論セッションが持たれる。 ここではTグループに起っ

ていることに関係のあると思われる理論が提示される。 この提示 は講議，スキッ

ト，パズなどの手法を用いてなされる。 これは T グルー プの体験を整理し，理論

として深めることを目ざしているものと考えられる。

午後には， P グルー プがT グルー プとはちがったメンバ ー 構成で行われる。 T

グルー プと比較して よりはっきりと構成化された小グルー プで，グループ観察 ，

ロ ールプレイング，司会者のスタイル，変革の技法，などのグルー プ・ スキルを

参加者が現場(Back Home Situation)で活用できるように訓練する。

夜は自由又はその他の領域の問題ー 「神学と研修」など ーを取扱う時間として

用いられている。

この 1日の流れは，今ここでの体験をする，理論を学ぶ，スキルを習得する，

この三つからなっており，前述の「体験学習の過程」をスケジュ ー ルの上に組み

込んでいると見ることもできる。 この三つの要素は はっきりと区分され，しかも

同じ程度のウエイトをもって組まれている。・全体を通して T グループ 1 1 回，理

論セッション1 2回， Pグループ8回がもたれている。 これはいわゆる「体験」，

「理論」，「スキル訓練」の三本柱による構成である。

理論セッションで取上げられた主題は，「グループの欲求」，「司会者のスタ

イル」，「リ ー ダ ー シップ」，「メンバ ー の機能」，「コミュ ニケ ーションの障

宇I
ロ _J' 「 の問題」， 「集団圧力と 」＇「ネガティビィテイ」
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「逸脱者の問題」，「 」，「グル ー プの発展段階」である。その配列

はTグル ー プ発展と並行させているようにみられるが，

参加 ，グル ー プの組織化，社会変革など，グル ー プ

理論が提示されている。

研修会の特徴

を通してグル ー プの

な側面を強調した

こ の研修会の構造は，初期のベゼルの三週間のラボラトリ ー を2週間に短縮し

て， アメリカ聖公会教育局が行っていた Laboratory on Church and 

Group Lifeとほほ同じ もの であ ったと思われる。この研修会の特徴は， グル

ー プの諸要因に対する感受性をつよめ，グル ー プでの行動能力 ，スキルを身につけ，グル
ー プ，組織を民主杓かつ効果性のあるものにする変革体ーチェンジ ・ エ ー ジェントーをそだ

てることを目的とし，グループの社会学的，心理学的側面を強調したところにあった。

Il 第2回から第10回研修会ま

第1回研修会の参加者のあるもの は強力なインパクトをこ の研修会より受けた

ものと思われる。彼ら はその後自主的 研究会を続けた。その結果2年後図第2回研

修会が開催されること になり， その後に立教大学キリ ス ト教教育研究所Japan

Institute of Christian Education. -JI CEー が設立含れ，そ

の後のトレ ー ニング活動を す すめることとなった。以下第2回研修会 から第1 0 

回研修会までの研修会のうつ り変り ， その特徴を追っていく。

第2回研修会から第4回研修会まで

2年後の1 9 6 0年に開催された第2回 教会集団生活指導者研修会は，アメリ

力聖公会より4名のコンサルタントを招い て ，第1回研修会の参加者で研究会を

続けていた者たちが スタッフとなって実施された。第8回研修会は更にその二年

後の1 9 6 2年に，はじめ て日本人だけの スタッフによって開かれている。 こ の

2つ の研修会は日程表にあらわれた限りで は，第1回研修会とほぼ同じである。

（資料：参照）第8回研修会が 日本人の手で開かれるまでには4年の経過がある。

この間に，第1回研修会の経験の消化の努力が精力的 に行われたものと思われる。

第4回研修会は，特に外国人宣教師と 日本人 教役者の相互理解を深めることを

して行われた。研修会の構成，進め方には大きな変化はなかったが研修会の

目標（ねらい）に「 ……参加者全員 ー 参加者， ス タッフとも ー が凸ピ豆‘

の 体験を す る場でありま す。」と明記されている。

またPグル ー プ（プラクティ ス ・ グル ー プ）の呼称が第8 回研修会で 「実験グ

ル ー プ」に， 第4回研修会では「Eグル ー プ」(Expe r i men ta 1 Gr o u p)と 変

った。Eグル ー プ は「1 0人前後の小グル ー プ である。そのグル ー プのメンバ ー

は，この研修会において経験しつ つある人間関係の凡ゆる問題 を整理し体系づけ
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る ため に実験的に研究する。 そしてその体験がメンバ ー各自の集団生活に お ける

生きた技能(Skill)として身につくようにする。」と説明されている。 これは，

Pグル ー プの役割を研修会全体の中でよりわかりやすくするための変更であった。

E グル ー プ では， T グル ー プとかG セッションと 関係なしにグル ープ・スキルを練

習するのではな<' Tグル ープや， 理論セッション で得たものをExpe r imen -

ta 11 yにたしかめ，綜合することを強調したのである。

以上第2 回から第4回までは， アメリカより移植されたラボラト リ ー を我が国

の土嬢に根づかせる努力がなされた時期であったといえよう。

第5回教会生活研修会

はじめて産業界から 教育担当者の参加があった。 実施日程表によると， T グル
ー プの回数が増し， E グル ー プが減っていることがわかる。 E グル ー プ に比べて，

Tグル ー プの体験が参加者に強く受けとめられることがあったからだと思われる。

例えば， T グル ープ で丁度トレ ー ナ ーの権威が問題になっている時期に， E グル

ープが始まってトレ ー ナが指示的に進めようとしてもうまく受け入れられなかっ

たりすることも起るのである。 この回のあるE グル ープは T グル ープ的な様子

に なったと報告されている。 枠組のちがったEグル ー プとTグル ー プの関連づけ

についての不満が参加者か ら出され，この2つを結びつけることの難しさを示し

ている。 また，この時よりJ ICE 所長の菅円吉氏による聖書研究が行われてい

る。 その他，従来， 理論セッションと言っていたものが， Gセッション(Gene-

ral Session )と呼ばれるようになっている。 「理論」という聾きが与える

先入観を避けること，Eグル ー プとの関連づけをもたせること，より 自由な効果

的提示方法を用いていけるように，といったことがこの変更の理由 であった。 第

3 回からはじまった P グル ープから，E グル ー プヘの名称変更，またこの理論セ

ッションのGセッションヘの変更は， 研修会のそれぞれ構成部分での体験をより

密接に結びつけようとする努力のあらわれ であったと思われる。

こ の研修会の特徴としては，実施日程の表面には それ程顕わになってはいな

いが，実質的にはEグル ープが予定より少なくなり，Tグル ープによりウエイトがおかれ

る結果となったことである。 この領向は第6回研修会で更に顕著なってくる。

第6回教会生活研修会

前回 の研修会に於て出はじめたTグル ー プ重視の領向は，この研修会に於ては

っきりと表面にあらわれた。 この問題はいわゆる「個人かグル ープか」，「感受

性かスキル か」というとらえ方で議論された。 第6回研修会スタッフによる準備

研究会では，この研修会が教会にとってどのような意味があるのかが問題にされ，

「研修会では，今ここの生含た体験学習を通してリ ー ダ ーシップスキル を身につ

ける」「グル ープの中で自分を 理解し， 感受性を養い，相互理解を深めていく，

それによって変革が行われる」「教会生活ではグル ー プを動かすスキル よりも ，
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個人が感受性をもつことによってこそ生きた交わりを体得できる」「人間関係

の中に於ける自分への感受性を養うのであるが，グルー プ全体の動きを理解し

なければ自分を理解することはできない」「個人とグルー プは分けて考え るこ

とは出来ない」等と話し合いがなされてい る。 教会生活研修会の目標は，参加

者か教 会という現場で生かせる ス キルを習得することであるが，グル ー プ（対

人関係） の中でこそ自己理解を深め ることができ，自己理解は状況への感受性

を生み， それによって， ス キルも意味あるものとし て生かされる， というのが

大体の方向であった。 その結果「Tグル ー プではそこに生まれる対人関係を通し

て自己理解， 他者理解を充分に 深め，それをあとのグル ー プ状況でいかに生か

すかをさぐり， ス キルの問題に移っていく」，「Tグル ー プをす>め ていけば自

然にEグル ー プに移行していくのではないか」などの考え方が出 されている。

E グル ー プについては，「T グル ー プと E グル ー プの体験を一つにしてしま

う といっても， ス キルの訓練は残しておきたい。」「Tグル ー プをある程度行っ

て，それを打切り， Eグル ー プに移っては。」などの話し合いがなされ， 結果と

してGセッションにEグル ー プ的なものを合流させることにきま っている。

上のような予定のもとに実施された研修会では，Eグル ー プはな くなり， T

グルー プが1 日8ないし2回， 9日目までに1 8回が行われ，Tグルー プを終

ってからの最後の2日間は参加者によるタウンミク ー ニングで「ここでの体験

を有効にするためには残 りをどう過すか。」と方向をさ ぐ り，あとNグルー プ（

新しいグルー プ）をつ くり「今迄の体験で自分のも っている課題を追求する」

「生活の場に於てLabの体験をいかに生かすか」という問題をとり上げている。

これは T グルー プから E グルー プヘ，あるいは E グル ー プの要素をG セッショ

ンの中に含めたものである。

第6回研修会は大きな変化があった。 Tグル ー プの ＂今ここ " での体験を通

して，個人が自己についてより 深く学ぶ方向に進んだとみ ることができる。 し

かし一方では研修会の学習体験を現場に生かすという立場からグル ー プ ・ ス キ

ルの習得に強い関心がもたれており， この 2 つの側面を いかに研修の場で結び

つけていくかがその後の課題とな ってい った。

第7回教会生活研修会

11日間の 研修会期間中， はじめの8 日間にTグル ー プを1 6回行い，あと3

日間はEグルー プを集中して行っている。 これには2 つの理由があったと思わ

れる。 1 つは， 第6回研修会に於て問題にされていたことであるが，Tグル ー

プに 対 する考え方が初期のものとは変化してきたことである。 即ち，Tグルー

プは
＂今 ここ" を強調し，その中で自己理解，他者理解を深 め， グルー プ成長

を体験することにあり， その体験を充分に深め るため， ス キル習得のEグル ー

プは後方にも って来るのが有効であるという理由である。 もう一つは，Eグル

ー プを効果 的に行うために， 集中して時間をと るのがよい， という理由である。
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このようにして後の部分に集中された E グル ー プでは， 4 つの E グル ープが，

「 Tグル ー プで起った問題のケ ー ス ・ スタディ」「子供にかえってのゲ ー ム」

「ロ ールプレイングと観察」「印象テスト」などを行っている。この E グル ー

プでは，トレー ナ ー は グル ープのニ ー ズに応じて資料を提供する者であり，

グル ー プの自主的活動が強調されている。第 7 回研修会では， Tグル ー プと E

グル ー プを切りはなすことによって，従来生じていた 2 つの グル ー プの体験を

並列させることによって生ずる混乱や抵抗を避けようとしたのである。 それは

Tグル ー プの体験を研修会での中心的なものとして深めるとともに， そこで得

たものを新しい状況の中にいかに移しかえていくかをさぐっていく試みであっ

た。

第8回教会生活研修会

この研修会では， 再び
‘叫'Tグル ープと理論， そしてスキル” の いわゆる ＂三

本柱 ” が強調される。 E グル ープは比較的はやくから長い時間をとって行われ

る。研修会準備研究会で ＂三本柱” で進めることが主張され， Tグル ープと E

グル ー プとは別にして行うという考え方が確認されている。この回は， TV カ

メラによるTグル ー プ観察が研究者グル ー プによって行われている。

第9回教会生活研修会

T グルー プ 2 2 回， E グル ー プなし， G セッションは前半に「感情表現」「

Tグル ー プの体験の問題点を考察する」「クリエイティビティ ー 創造性」など

が行われたことがこの第9回の特徴である。「クリエイティビィ 」とはグル ー

プで様々な素材を用いて自己を自由に表現するもので， Tグル ー プ体験を言語

以外の方法で表現しとらえることによって学びにもなり，かつTグループの動き

を促進する働きをするのである。 後半では「グル ー プの問題解決の過程を学

ぶ」「Tグル ー プで問題を選び解決する」などが行われ， Tグル ー プの発展し

たものとしてG セッションをねらっている。 E グル ープがなくなったことにつ

いて，「従来， 現場適用への道具箱としてEグル ー プが考えられていたが，参

加者(J)自由で創造的生き方を発現する 場として現場適用の道具は自からが創造

的に生きることであり，他から与えられるものでない。 Tグルー プ中心ですす

められていくならば， その発展過程の中で E グル ー プの意味するものが同化さ

れてくる」という考え方があった。

Tグル ー プ， 理論， スキ）レ，の三本柱について「三本柱で行って い た初期

のベセルでのラボラトリ ー は3週間もの長期にわた るものであり，同じことを

1 0 日間で行おうとしても無理があるのは当然である。 従って， G セッション

やE グル ープで行っていたことは， 次にもにれる継続のラボラトリ ー にまわす

べきである」と言う理 由づけもあったようである。第9回研修会はこれらの考

え方にもとづいて， Tグル ー プ中心に進められ， グルー プの領域に関すること
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よ りも， 個人及び対人の領城を主に扱っている。

1 0 

この回より期間が7日間になった。 期間の短縮にもかかわらず， Tグループ

は1 8回 行われた。 GセッションはTグル ープ の発達を促進することを意図し

て行われている。前日のクリエイティビィテイと同じように， Gセッションに

新しくム ー ブメントが加わっている。 これは身体を動かして自己表現を行うも

のでTグループで体験していることを言語以外の方法で表わすことで， 自己ヘ

の気づき，他者へのかかわりを促進するものである。 このように第1 0回研修

会はTグループ中心に進 められた。

研修期間の短縮は，参加を容易にするためでもあ ったが，研修を2つに分け

て，Tグル ープ中心 のものを基礎訓練とし，現場適用のためのスキルトレ ー ニ

ングはある期間をおいて行うことが効果的であるという考え方から行われたこ

とでもある。 実際に，1 9 6 4年から毎冬「J ICEトレ ー ニング ・ セミナ ー

」が清里で開 か れており，教会生活研修会にすでに参加した者が出席し，トレ

ー ニングの応用，現場適用などについて研究をする機会となっていに。 1968 

年からはこのセミナ ーが，夏の基礎研修に対するフォロ ー アップセミナ ーとし

て用いられるようになっている。 以後このトレ ー ニングを 2 分する方式は第 14

回ラボラトリ ー からのI部， Il部制，第17回からの基礎訓練として のヒュマ

ンリレ ー ン ョンズラブ，と継続訓練としての組織開発ラブ，自己啓発ラブ，教

育計画ラブなど 各種のラボラトリ ーやセミナ ー の開催へと発展していったので

ある。

Il1 ま と め

第1回教会集団生活指導者研修会から第1 0回教会生活研修会までの間にあ

った変化を研修会の Take -Ho me-Ki t 一研修会参加者に渡たされる資

，研修会準備研究会記録などを手がかりに見てきたが，これら())資料のみ

では，実際にその研修会がどのようなものであったか，たとえ ばTグル ープや

Eグループ の展開，トレ ー ナ ー の介入の領向といったことはほとんど把えられ

なかった。 し かし日程表にのこされたTグル ープ，Gセッション，Eグループ

の組合せ順序，目極のステ ートメント，提示された理論やGセッションの内容

などから各研修会の特徴をある程度はつかむことが出来たし，それを比較する

ことで変化を知ることもできた。

各研修会の目標のステ ートメントでいう ならば，第3回研修会までは，第1

回研修会の「グループ生活に影禦を与える諸要因と諸力に対する感受性を増し，

教会内のリー ダ ー としてより創造的，責任あるものとなろう とする」が目標で

あったとみることができる。 第4回研修会では「研修会は，参加者全員が出合
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いを体験する場であり，おたがいが自由かつ責任ある主体として人間関係の中

に作用する要因及び自己に目を開いてこの期間の生活を共にする」とのべられ

ている。 この研修会 が特に外国人宣教師と日本人教会指導者との相互理解の増

進を意図していたということもあり，研修会の 今そこでの出会いを強調したと

もみられる。 第5回研修会 から第7回研修会までは特にステ ートメントとして

は残されていない 。 委員長の"あいさつ ” として口頭でのべられたものと考え

られる。 第8回研修会では， 「…… 今ここでの出会いを体験する場です 。集団

生活におこる事柄に気づき，自己に対して目を開き，お互いが自由旦つ責任あ

る主体として生きることを学ぶ」と記されて あり，今ここでの出会い，起って

いることと自分への気づきを強調している。 第9回研修会では， 「集団生活の

中で自己，他者のあり方を体験し，効果的 ・創造的な生き方を発現する」とな

っている。 個々人が自己実現をして生きる そこにある出会いを目ざしている

ように受けとめ られる。 第1 0回研修会では委員長の あ いさつとして， 「自分

がどのような行動をしているか，それはどんな結果を生んでいるか そこでは

自分の中にどの ような感じ ，思い，考えが流れているか，を体験的に感じとり，

自分がより自然に存るための新しい生き方 ，動き方を見出す」とのべられてい

る。

以上を通してみると ，初期のものは，教会のリ ー ダ ーとしてのスキルの習得，

責任ある，創造的なあり方，を目標としているのに対 し 後のものはより個人の

成長と自分 らしい生き方を見出すことが表面に出てきている。

研修会の構成要素とその組合せは主要なものとして， ここでのグル ー

プ体験をするTグル ー プ，理論 （のちには， Gとなる）セッショ ン，現場適

用のためのグル ー プスキルの練習をするPグルー プ，（のちにはEとなる）が

ある。 第1回研修会では，これら8要素は全期間を通してほぼ同じ比重でお か

れている。 T グルー プ（以下 T と略） 1 1回，理論 1 2回， P グルー プ（以下

Pと略）8回である。これは第4回研修会まではほぼ同じであるが，第5回研

修会では， T が 1 4回 ，G (理論に相当する）は 1 1回 ， E (pに相当する）

が5回となり，Eが減少し ，Tが増加している。 第6回研修会ではTが1 8回

と増え ，Eはなくなっている。このTの増加は第9回研修会には2 2回となり

それに従ってEがなくなったり，あるいは後半に集め られたりし て い る 。 第

1 0回では期間が短縮されTが1 8回行われ， GがTを助けるような形で行わ

れている。このような構成要素の組み合せは研修会の特徴を最もよく示してい

ると思われる。 全体を通しての変化はTグルー プによる個人内的な学習を深め

る方に向いており，それは第1回研修会に含まれていた多様な学習目的 素材

を混乱をさけて効果的に学習し活用するために整理することであったと見るこ

とも出来る。し かしそれは又何かを失うことになった かもしれないのである。

理論の内容については，第1回研修会 から，第4回までは主にグル ー プ理解

の ための，社会，心理学的な理論がTグルー プで体験したことを一般化するた
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めの案内役として提示されている。第5回研修会では「理論」はGセッション

と変り，第6回研修会でGて行われた理論提示は少なくなると共に，グルー プ理解に

関するものの他に対人コミュ ニケーション，領聴法などが入って来ている。第8回研修会

では自分の体の動きに気づき，感じをつかむ，「フィ ー リング」というGがもたれ，

第9回研修会では「クリエイティビティ」，第1 0回研修会では「ム ー ブメン

ト 」などがGの中に入ってきている。理論又はGセッシ ョ ンの内容をみると，

初期にはほとんどグル ー プ理解 や変革のための理論 であり回を重ねるこ｀と

に 対人又は個人内領域の理論や 自己表現を主としたGなども行わ れるように

なっている。この領向は，Tグル ー プが重視されていくのと重なり合っている。

以上のように見るならば，第1回研修会から第1 0回研修会までの変化は ，

集団生活を前提とはしているものの，初期のグルー プの社会学的・心理学的理

解をもとにしたグルー プスキルの開発についての関心から，次第に自己理解，

対人理解，自己成長への関心へと移っていったのである。

研修会の構成要素及び組合せの変化についてはすでに述べたところであるが，

この1 0年間に研修会の構成内容には大きな変化があった。 一つの研修会を，

い わゆるTグル ー プでの体験，門璽�. スキル（適用）の三本柱で構成していた

初期の研修会を，まずTグルー プを中心にした基礎研修と，現場適用を考えた

継続研修とに切りはなしたのである。これを切りはなした理由としては，1 つ

の研修会の中でのTグルー プ体験と それ以外の学習方法がうまくかみ合わな

かったということがある。Tグルー プの中での自からの 感情や相手のうこ｀きに

かかわり だすとそこより抜け出せなくなる。 他の要素が入って 来ても邪魔にな

り 混乱のもとになる，と見たからである。その結果，抵抗や混乱の少ない研修

会へと形をかえていったの だと見ることが で含る。実際初 期 の 研 修会の終了

時アンケ ー トを見ると，混 乱 した ままで終っ て いる人 が比較的 に多いので

ある。

しかしこの混乱，抵抗を取除くための研修会の構成要素の整理ということは

いつの場合でもいいと言うものではないのではないかと思う。

ラボラトリ ー は，その発明者が意図したかどうかは知らないが，一 つの枠組

みの中である領域に関して，学習者がより多面的な経験を得られるように設計

されているのである。参加者は その中で様々な，ときには異質の体験をする。

そしてその体験と体験とを自から選びながら結び つけ統合していく時に学習か

より全人的に起るのではないだらうか。このように考えていくと学習場面での

混乱や抵抗をとりのけることが 体験を統合するという学習者の貴重な作業を

奪ってしまうことになる場合もあるのではないだろうか。

最後に，J I CEのラボラトリー を発展させてきたものの一 つに， npr e

Lab "というスタッフによる ＂ラボラトリ ー " があるが，これにふれたい。

研修会の都度そのスタッ フチ ー ムが編成されると，開催の数ケ月前に準備研究

会を3泊4日或は2泊3日で行い，それまでの研修会の結果の検討，そこから
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お 互いが今回の研修 会 に持つ期待を 出 し合い， 研修会のねらい を作りながら，

どのような新しい 変革を していく かを話し合い， それ についてのお互いの分担

を決め宿題と してもって帰る。 研修の始まるまる2日まえ から第2回目の準備

会， Pre-Lab を行う 。 今度は実際の参加者を念頭に おいて準備がなされる ，

という風であっ た。 前回 を踏ま え て 新し いものを作り出す作業がなされてき

たのである 。 ス タ ッフ も 参加者も共に自から をそこ に投げ込んで学ぶ体験学習

EIAHの過程であるラボラトリーが各回の研修会毎に起らなければならないし，

1回毎にそれを設営していくスタッフの側でも絶えずそれに挑戦しなげ机ばならない

とだと思う。 作り上げた ものを， 次には， それを生かしなが らもこわしていく

作業がラボラト リートレーニングの一面にはあること をはじめの1 0年間の研

修会の変化が教えてくれるのである。 何事で もそうであるがトレーニングも定

形化 してく ると安定はする。 また参加者の満足度 にもムラがなくなる。しかし＂ラボラト

リー” では なく， ＂ ラボラトリー・トレーニング” という定形訓練に なってしま

う。 し かし時には「ラ ボラト リー」の冒険が必要なの かも しれない。 学校教育

の場ではどうだろう か。
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·Do r o t h y L. Br a u n : A Hi s t o r i c a I S t u d y o f t he o r i g i n a n d 

Development of The Seabury Series of The Protestant 

Episcopal Church.

Unpublished Ph. D. Thesis, New York University, -1960-

・菅 祝四郎 「日本で行われたセンシティビティ訓練に参加して」セン

シティビティ ・ トレ ー ニング 解説篇 ー 1 日本産業訓練協会， 昭和羽年
・ 柳原 光 ： 「ラボラトリ一 方式による人間関係訓練」 JICEシリー

ズ肱1 ・ ヒュ ー マン ・ リレ ー ションズ・トレ ー ニング ー 19 6 5 -

立教大学キリスト教教育研究所

・「第2回 教会における集団生活指導者研修会記録」 ー19 6 0 

日本基脅教協議会教会学校部 グル ー プ ・ ダイナミノクス委員会

濤立教大学「J ICE通信」第1 ー 第1 5号 昭和38年4 月 一昭和42年12月

立毅大学キリスト教教育研究所

・「第 1 回 教会集団生活指導者研修会記録」 ー 1 9 5 8-

・「教会生活研修会 第 8回 ー 第1 0回記録」 ー 1962~1967-

立教大学キリスト教教育研究所

- ')



ー （第1 1 0 

1 9 5 8年

7月2 1日 ー 8月1日

1 9 6 0年

7月1 8日 ー 7月2 9日 第2

1 9 6 2年

9 月 4 日 ー 9 月1 3日 第3

1 9 6 3 年

2月1 2 日 ー 2月 2 2 日 第4回教会生活研修会

7 月 1 日 ー 7 月1 1 日 第5回教会生活研修会

7月31日一8月10日 第 1 回S. T. 御殿場セミナ ー

1 0 月1 日 ー 1 0 月1 1 日 第6回教会生活研修会

1 9 6 4年

1月 29日一2月 1日 第 1 回JICE トレ ー ニングセミナ ー

6 月 3 0 日 ー 7 月1 0 日 第7回教会生活研修会

1 9 6 5年

2月 9日一2月11日 第 2 回JICE トレ ー ニング セミナ ー

7 月 6 日 ー 7月1 6 日 第8回教会生活研修会

1 9 6 6年

1月31日ー2月 2日 第 3 回JICE トレ ー ニング研究セミナー

5月 9日一5月19日 トレ ー ニング ・ インスティテュ ー ト

7 月 5 日 ー 7 月1 5 日 第9回教会生活研修会

1 9 6 7年

1月30日一2月 2日 第 4 回JICE トレ ー ニング研究セミナー

7 月1 6 日 ー 7 月 2 2 日 第10回教会生活研修会

1 9 6 8年

1月31日一2月 3日 第 5 回トレ ー ニング研究セミナ ー

その2ー教会集団生活指導者研修会及び教会生活研修会日程表

ー第1回より第1 0回まで 一
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午

前

(1) 

午

前

(2) 

午

夜

1 回教会集団生活指導者研修会日程表 C 1 9 5 8·7·21-8 。 1)清泉寮

7月21日 2 2日 2 3日 2 4日 2 5日 26日（土） 27日（日） 2 8日 2 9日 3 0日 3 l日 1日

T1 T2 T3 T4 Ts I T5 T7 Ts Tg Tio 

Th1 Th2 Th3 Th4 Th, 

I
Th5 Thg Th11 Th12 

プロセス チェアマ シェア ー メンバ コミュニ 集 ネガティ 社会的変 グル ー プ

M、J.T. とコンテ ンのスタ ドリ ー ダ の機能 ケ ー ショ と集団基 ビィティ の発展段

ント イル ー シップ ンの障害 準 階

P 1  P2 P3 P4 

／ ／ 
P5 P7 

I 
Pa T11 

観察 ロ ールプ チェアマ 大集団へ 持って帰 士
P

- と
L
め

R レイ ンのスタ の参加の 観察機能 集団決定 るもの

イル 問題

開会 「教会の

I
インタレ

I I 
Ps Th1 

I 
Th10 インタレ 閉 会

オリエン 使命」 ストグル 「参加」 権威と権 逸脱者の ストグル

テ ー ショ ープ P4の全 威主議 問題 ープ

ン 体発表会 参加者の
タベ

T-11, P -8, T h-12 

参加 3 5名

スタッ フ

領 域：集団生活

カナダ ・ アメリカより1 0名

8名（女1)他に会計

設 定： 1 1泊1 2日，清泉寮，参加者3 5名・ スタッ フ1 3名（アメリカ，

カナゲより1 0名）

目 標： Th e Pu r po s e o f t he La b o r a t or y 

The cor oorate life of the Church is the essential 

medium for corrrnunicating the Christian faith. Chris

tian groups which reveal the power of the Holy Spirit 

are those in which individuals become one in our Lord, 

r eve a 1 t h i s u n i t y i n a c o r p o r a t e f a c i ng and s ha r i ng 

of their com m on life, and show forth in the world 

the power of the Gospel. This sense of Christian 

community is not as fully kno\VTI in the Church as it 

can be knoヽvn• Th e r e f o r e , i t i s t h e p u r po s e of t he 

laboratory to explore some of the factors and forces 

which affcct our involvement in group life, Under 

experimental and specialized conditions we will att

empt to become more sensitive to these forces arrl to 

become more creative and responsible as leaders in 

the Church. 

構成要素： Tグル ー プ1 0回。 毎日午前の第1セッシ ョン。 最後の日まで。

理論(Th) 1 2回 。

グ ル ー プに関するもの： MIT , プロセスとコンテント， チェアマン
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午

前

(1) 

午

前

(2) 

午

後

のスタイル，シェアー ド．リー ダーシップ，メンパー 機能，コミュ ニ ケ

ーション ，集団圧力標準，ネガティビティ，権威と権威主義，逸脱者の

問題，グループの発達段階，

対人に関するもの：コミュ ニ ケーション，ネガティビティ。

プラクティス・グループ(p) 8回 。

観察， ロー ルプレイ，チェアマンのスタイル，大集団への参加の問題，

参加，観察機能，集団決定 ，もって帰るもの。

そ の他，礼拝，教会の使命，インタレストグループ

考 察： T グルー プは毎日 1回第 1 セッションにもたれ（最後のまとめもT

グループ）ている。�竺tグループの領域の も のが多い。 初期に グ

ループ内現象に関するものが，後半になってグループ及び社会変革に関

するものが来る。 P グループは理論で提示された主題に関して，実験，

実習を行うようになっている。 Tグループ，理論， P グループの関係は

T グループの グループ体験をし，それを次の理論で一般化 し， P グルー

プ で練習，再体験，再理論化が起る ことをねらったと思われる。

EIAHの過程を1日の流れの中に組み入れたものと見ることもでき

る。

第 2 回教会集団生活指導者研修会日程表 (1960·7·18-7·29) 清泉寮

7月18日 1 9日 20日 21日 22日 23日(±) 24日（日） 25日 26日 27日 27日 29日

T1 T3 T5 T1 TB 

V 
Tio T h9 T12 p6 T h12 

グル ープ プロセス ラプによ

の効果性 コンテン る学習の

の概要 卜 方法

Th1 Tha Th4 Ths Th6 

／ 
Ths Tu T T h  11 

グル ープ コ ミュニ グル ープ リ ー ダ ー プロセス 集団決定 i的変 グル ープ 現場への

の理解 ケ ー シ ョ の3つの シップの とコンテ の問題 革のダイ 間の葛藤 適用の問

ン ニ ー ド 問題 ント ナミック 題
ス

T2 

I 
T5 P2 

／ V 
P3 P4 Ps P1 

チェアマ コミュニ グル ープ 閉会

l 2人の メンパ ー ンシップ ケ ショ 間の葛藤

怒れる男 の機能 スタイル ンの問題

変革体

開会 Th2 T4 pl Th7 特殊問題 特殊問題 PL R 

オリエン 新しいメ 問題調査 感情の位 神学とグ カリキュ 参加者の

夜 テ ー ショ ンパ ー で ” '/ 散 I ル ープダ ラム タベ

新 しいグ Tg イナミッ 指導者蓑

ル ープ クス 成など

T-12, P-7, Th-12

参加者 3 8名 （男2 9, 女9)

スタッフ カナダ ・ アメリカより 4 名，日本人及び在日宣教師， 11名（女 1名）

領 域：集団生活

設 定： 1 1 泊 1 2日，清泉寮，参加者 3 8 名 ・ スタッフ 1 5 名

目 標：配布されたもの特になし。

構成要素： T グループ 1 2回， 1 0 日目ま で 1 日 1 回及至2回。

- 26 -



理論 (Th) 1 2 回。

グルー プ領域：グループ理解，新しいメンバ ー 新しいグル ー プ，コミュ

ニ ケ ー ション，グループの8つの ニー ド(MIT), リー ダー シップ，

プロセスとコンテント， 感情の位置，集団決定の問題，グループの効

果性，計画的変革のダイナミックス，グルー プ間の葛藤。

対人の領域：コミュニ ケ ー ション，感情の位置。

個人の領域：感情の位置。

学習理論：ラブ学習の方法。

P グル ープ 7 回

グルー プ領域：問題調査，映画「12人の怒れる男たち」メンバ ー機能，

チェアマンスタイル，変革体，コミュニ ケ ー ション，プロセス ・ コン

テント，グルー プ間の葛藤。

その他，礼拝，特殊問題神学問題 とグルー プダイナミックス，カリキ

ュラム指導者養成（現場適用），参加者のタベ。

考 察：Tグルー プは1日1回及至2回，実質最後の8日間は理論化及び現

場適用のP グルー プになっている。 P グル ープはT グループをはさんで

おかれ，初期にはグルー プ理解に関するものが多い。 後半には集団決定，

変革に関する点のが来る。 中間で感情の問題にふれている。

Tグル ープ，理論，Pグルー プの組合せは第1回と同じねらいと思わ

れ る が，更に現場適用を強調したあと がみえる。

第3 回教会集団生活研修会実施日程表 (1962·9·4-13) 東山荘

9 月 4日 5日 6日 7日

午 T1 T, T5 

前

(1) 

午 T2 実I 理 3

前
グル ープ観 集団圧力

察法 集団標準
(2) 

午 開 会 理l 理2 実2
グル ープの グル ープ観

^12、
観

グ
察

ル ー

と集
プ

欲求
と

メン 察について
パーの機能 人団決定へ

のの影響

れ
オリエン T3 Ts る 実3
テ ー シ ョ 男集団決定

夜 ン シの俄人へ
の影響

T-12, 理ー 9'実ー 8

領 域：集団生活

8日（土） 9日（日） 10日 11日 1 2日

T1 

／ 
Tio Tu T12 

理4

／ 
理5 埋！

指導性 コミュニケ 研修会の学
ー ション のダイナミ 習方法

ックス

Ts 実4 実5 実 実7
ロ ー ルプレ かくれた問 現場での適
イ 題

（理4の補
助）

I V
T9 理6 細者のタ

用
程

自会己的
の

像相紹澱互
と

社作過

設 定： 9泊1 0日，東山荘，参加者4 6名，スタッフ1 7名

目 標：配布されたもの特になし。
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·Tグル ープ1 2匝。 の4日間に8回行っている。

理 論(Th) 9回 。

グル ープの領城：グル ープの8つの欲求とメンバ ーの機能， グル ー

察， 集団圧力と集団標準， ， コ ミュ ニ ケ ー ション， 自己像と社

会 的相互作用の循環過程（以後，CPSIと略），計画変革のダイナ

ミックス。

対人の領域：コ ミュ ニ ケ ー ション。

学習理論：研修会の学習方法。

P グル ープ8回

グル ープ領域：グル ープ観察，集団決定 の個人への影聾，ロ ー ルプレイ，

かくれた問題，変革体。

個 人の領域：集団決定の個人への影轡。CPSI 。

考 察：Tグル ー プを半ばに集め，理論はグル ー プのプロセス 理解に関する

ものを初期に，中期にリ ーダー シップ，そ して後期にその現場適用に関す

る ものをおいている。前回までもそうであるが，Pグル ー プ は多分に理

論的な ものを含んでいる。今回はまたグル ープ観察のように実習を行っ

たあとで理論を出している。

第 4 回教会集団生活研修会実施日程表 C 1 9 6 3·2·1 2-2 2)

2月12日 13日 14日 15日

午

前 T2 T4 Ts 

(1) 

午 Th T hz T h3 

前
ラ C·P·D グループ

メンパー
(2) の機能

午 T3 E2 £3 

践察 討議の原

後 理

オリエン E1 T6 
夜 テ ー ショ アプリケ

ン
T1 

ーション

T-1 2, T h-1 0, E-8

領 域：集団生活

16日(±)

T1 

T h4 
コミュニ
ケーショ
ン

V 
V 

17日（日） 18日

V Tg 

I 

V 
T h5 

共同学習

V 
� E4 
1

人
2 集団

の 決定

T hs る Es 
C p.s. I 男

I Ts 

1 9日 20日 2 1日

T10 T11 T12 

Th, I Th, 

I 
i Th,。

変化と変 現場への
指導性 革体 適用

I 
E7 Es 

変化と変 現場への

革体 適用

E5 T hg 参加者の
事例研究 共同学習
法

設 定 ：1 0泊11日，清泉寮， 参加者58名（宣教師1 7名）

22日

閉 会

目 標：「この研修会は ，参加者全員 一 参加者，スタッフともーが出会 いを体

験する場であります。すなわ ち，主 にある兄弟姉妹であるわたしたちが，

たがいに自由かつ責任ある 主体として，人間 関係の中に作用する諸要因

及び自己に対して目を開いて，この期間の生活をともにします。」
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:Tグル ープ1 2回。 1日1回及至2回平均して開かれている。

理論(T h) 1 0回。

グル ープの領域：デ ー タ プロセス ・ コンテント，グル ープメンバ ーの機

能， コミュ ニ ケ ーション， CPS I , 指導性， 変革体。

対人の領域：コミュ ニ ケ ーション， CPS I。

※Eグル ープ 8回

グル ー プの領城：観察，討議の原理， 集団決定，事例研究法， 変革体。

考 察：ねらいの中に， 「出会いを体験する場」「自己に対して目を開く」

と明記されている。 この回が，特に在日宣教師と日本人教会指導者の相

互理解を意図して開かれたことのあらわれであろうか。 Tグル ープは一

貫して午前の第1 セッションにおかれている。 理論とEグル ープの関連

づけが強い ようである。

※ この回より，Pグル ープ がなくな り， E(Experiment)グル ー

プとなった。 実質的にはPグル ー プと同じと考えてよい。

第 5 回教会生活研修会実施日程表 (1963·7 鬱2-12) 東山荘

7 月 2 日

午

前

午

I
前

午

3日 4日 5日

礼 拝礼 拝礼 拝

T2 T4 

G, 

I 

G-, 
グループ プロセス
理解につ ・コンテン

いて
ト・ データ

T3 E1 

Ts 

G4 
コミュニ
ケーショ

れン た・か問く題さ

E2 
観 察機能役割

6日（土） 7日（日） 8日 9日 10日

聖書研究 礼 拝礼拝 礼拝

T1 Tg Tm T11 

Gs G1 
自己概念 リーダー 会変革
C.P.S. I シップ と変革体

I/ 
£3 Es 

ロールプ 映画
レイ 続き

開 会1聖書研究 聖苔研究 聖書研究 礼 拝礼 拝礼 拝

T1 G2 

／コミュニケ
ーション1

T-1 4, G-1 1, E- 5 

領 域：集団生活

T6 T, Go 
集団決定

設 定： 1 0泊1 1日，東山荘，参加者66名

目 標：特に記録なし。

構成要素： T グル ープ 1 4 回。

※Gセッション（理論） 1 1回。

映
12人

E4

の怒画
T 12 

れる男

11B 1 2日

礼 拝礼 拝

T13 G11 
教会に於
けるトレ

ーニング

1'14 閉 会

ラリ

G

G
ーポ

g

1
0 学ラ習

ト

参加者の
タペ

グル ープの領域：グル ー プ理解， コミュ ニ ケ ーション， プロセス ・ デ ー

タ ・ コンテント， かくされた問題， リ ー ダ ーシップ，社会変革と 変革
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体，c. p. s. I.。

対人の領域：コミュ ニ ケ ーション。

個人の領域：自己概念とC. P. S. I.。

現場適用の領域：教会に於けるトレ ーニ ング。

Eグルー プ5回

グルー プの領域：観察，機能と 役割り，ロ ールプレイ。

その他

聖書研究，参加者のタベ

考 察： Tグルー プが多くな っている。 Tグルー プにより強調点が移って来た

あらわれ であ る。Tグルー プがウェイトを増すとそれだけEグルー プと

虞連づけが難かし くなる。Eグルー プは前回より減少している。

※ この回より，理論をG セッションと した。 「理論」の先入観をさ

け る，理論と Eグルー プとの関連を増す，より自由な提 示方法を含

みう ること， 科会科学的な理論の 提示だけでなく，経験の 一般化，

理論化をここ でも行うといった 理由から。

第 6 回教会生活研修会実施日程表 (1963 。 1 0 。 1-11) 東山荘

1 0月1日 2日 3日 4 H 

午
T 2 Ts Ta 

前

午 G-2 

T3 対人的 T9 
コ

ミ
ュニケ

前

ー
ショ

ン
に

ついて
対人理解

午 G-1 
開会式 社会的学 Ts Tio 

習につい
て

G -3 

T1 T, T1 映画
「12人の

怒れる男
た

ち」

T 1 8, G- 8 , N -3 

領 域：集団生活

5日は） 6日（日） 7日

Tn 

I 
T13 

I I 
G-4 

社会的対人
相互作用の
循棗過程

I I
T 14 

I
T1, G- s 

共感的人格

閲ィフ卑リ：スアニクン
テグ

設 定：1 0泊11日，東山荘，参加者4 2名

目 標：特に記録されたも のなし。

構成要素： Tグルー プ1 8回。

G セッション 8 回。

8日 9日

Tis T11 

G5 
集団にお Trn 
ける機能
的行動

同学習
（役割観

察）

T15 

験
ー
9

に

タこ

う

こ

す

テ
な

残

クがこ9
ン

る

有
る

で

り

グ

か

・効た
の

を

ミ
体

と9と
こ
ィ

10日 11 日

G-8 

で自分のも 教ま

会
と

のめ訓
っている 練
課迎を追求 I する。 ラプの訓

練につい
て。

閉 会

生
於かの活体

いNに,験
生

の
てC出かをa·

す

9
ぃ

こ
b 

か

綜合討議

参加者の
タペ

グルー プの領竺：CPS I, 集団における 機能的行動，役割観察，映画。

：対人コミュ ニ ケ ーション，積極的頑聴法。
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10 

11 

12 

10 I 

E グル ープ なし。

Nグル ー プ 8回

その他

タウンミ ー ティング

考 察：Tグル ープが1 8回，Eグル ー プはなくなり， タウンミ ー ティング

の後，Nグル ー プとして旧Tグル ー プ ・ メンバーが集まっている。 Gセ

ッシ ョンの中にこれまではEグル ー プで行っていたことを含めている。

G セッシ ョンが T グル ー プで起っていることを明確化すると共に， T グ

ル ー プの中での個々人の動きを促進するような要素になっている。

第 7 回教会生活研修会実施日程表 (1964·6 。 30-7 。 10) 東山荘

6月30日 7月1日

礼 拝

朝 食

インタピュー

T2 

T3 

昼 食

自 由

お 茶

受付 自 由

礼 拝

1開会礼拝 夕 食

1 ィンタピュー
夕食 I 

T — 卵 Ti 

I 

お茶
お茶

2日

礼 拝

朝 食

インタビュー

Ts 

グルGー
1

プの
動き

昼 食

埋

対お
解

人けG閲る
2

係自
に己

お 茶

自 由

咽害研究

夕食

T6 

お茶

8日 4日（土）

聖書研究 聖書研究

朝食 朝 食

インタピュ— インタピュー

T1 T10 

c.l, r:l .s.1 
し4

自己理解

昼 食 昼 食

Ts 

お 茶

自 由

聖書研究

夕食

Tg 

お茶

5日（日） 6日 7日 8日 9日

礼 拝 礼 拝 礼 拝 礼 拝

1 朝 食 朝 食 朝 食 朝 食

T11 T14 E1 Es 

お 茶

T12 T15 E2 E5 

昼 食 昼 食 昼 食 昼 食

自 由 自 由 E3 E1 

集団GG圧力

礼 拝 礼 拝 礼 拝

夕食 夕食 夕食 夕食

G
5 自主的にリ ー ダーと 集るはだれのこ T13 Ti 6 E4 

とでしよう 自 由

お茶 お茶 お茶 お茶 お茶

l 0日

礼 拝

朝 食

LaG
U
b
1 

幽

の

閉会礼拝

Tl6,G7, E-7 ※ Eは，礼拝， 食事， お茶，入浴の時間を

示めし，グル ー プで自由につかう。

領 域：集団生活

設 定： 1 0泊1 1日，東山荘， 参加者5 7名

目 標：記録されたものなし

構成要素：Tグル ープ1 6回。

Gセッション7回

グル ー プの領城：グル ープの動言， C.P. s. I.' リ ー ダ ーシップ，集団基
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と

対人の領域：対人関係に於け

個人の領域：自己像。

：ラブ 体験、

その他

インタレストグルー プ

Eグルー プ

グル ー プの領城：5つのグルー プに分れ， 各々異 ったことを行う。 ロ ー

ルプレイ， 子供にかえってのゲ ー ム， 印象テスト， ブレー ン ・ ストー ミ

ング， フィ ー ドバックなど。

考 察：Tグループ1 6回を集中して先に行い，最後はEグルー プを集めて

いる。 またGセッシ ョンはTグルー プの動きを促進するものが入れら

れている。

Tグルー プで体験したものを理論で説明し ， 理解を深めたところでPグ

ルー プで練習すると いった初期の 頃の方法とは異なり， Tグル ープ体験

を深めた後にEグルー プで現場適用のための学びを行っている。

第8回教会生活研修会実施日程表(1965。7。6-16)東山

7月6 日 7日 8日 9日

:I T2 T5 Ta 

午 T3 G2 G3 
データ フィード
プロセス パ ック
コンテン
卜

（四つの窓）

午 G1 T5 
(M

E
IT
1 

) コミュニ
ケーショ

後 ン

T1 T4 T1 E2 

夜 M. I T, 

T-16, G-9, E-9 

領 域：集団生活

10日 11日

Tg I 
I I 
I I 
I 

G4 
フィーリン

グT io 

1 2日 13日 14日 15日

T11 

I 
I T13 T" I ' T,o 

Gs 
自己概念

E:i 
ロールプ
レ

T12 

Gs G, 
I 

Ea 

シップ
C-P-S.J 

j 
I
''ーダー

£4 E6 Eg 
フィード
パック

Es E1 Gs 

共同学習

設 定：1 0泊11日， 東山荘， 参加者5 7名， スタッ フ2 3名

目 標： 「教会生活研修会とは……

1 6日

Gg 

ラプ学習

私たちみんなが日頃の生活の場 からはなれて， 今， ここでの ＂出会い”

を体験する場であ ります。集団生活におこる事柄に気づくと共に， 自己

に対して目を開き， お互いが自由且つ責任ある主体として生きることを

学びます。」
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構成要素： Tグル ー プ1 6回。

G セッシ ョン9回。

グ ルー プの領域：デ ー タプロセス ・ コンテント， CPS I, リ ー ダ ー シ

ップ， フィ ー ドバック。

対 人及び個人の領域：コミュニケ ー シ ョン， フィ ー ドバック， フィ ー リング

ング， 自己概要。

ラブ学習：

現場適用：

Eグル ー プ9回。

グル ー プの領域：ロ ー ルプレイを観察，集団決定など。

考 察：ねらいは対人及び個人の今ここでの経験に焦点が合わされて いる。

Gセッシ ョンとEグル ー プが前回よりも増加， またEグル ー プは2こま

続きで行っている。 そのため長時間を必要とする実習が出来る。

第 9 回教会生活研修会実施日程表 (1966·7·5-15) 東山荘

7 月 5 日 7 月 6 日 7 月 7 日 7 月 8 日 7 月 9 日 7月 10 日 7 月 l l 日 7 月 12 日 7月 13 日 7 月 14 日 7 月 15 日

朝 食 朝 食 朝 食 朝 食 朝 食 朝 食 朝 食 朝 我 朝 食

10 
T2 Ts 

1 1 
T3 TG 

l 2 

昼 食 昼

お茶

受付 お茶

夕 拝 夕

開夕
エ
食
ン

会

テ

礼
・

ー
オ

拝

シ
リ

夕 食 夕

ョン

T; T4 T1 

お茶 お茶 お茶

10 

T22, G --9 

領 域：集団生活

Ts 

T g 

食 昼

お茶

拝 夕

食 タ

T10 

お茶

朝 食

I Tn 礼 拝 T14 T11 T19 T21 

G4 G5 
T

プ

G
グ
1
ル ーグル ー プ グル ー プ

T12 Tis の動
を
きに が全体で で問題

目 ひら
を

1 解つ決の問 解決

食 食 食 昼 食 昼 食 昼 食 食

ク T ,,;'-
自 由 ボー イトン

グルタプ
レス

対人 ュ
自己表現 .,, ( 

Gs 

お茶 お茶

自 由
（自由）

拝 夕 拝 夕 拝 夕 拝 夕 拝 夕 拝

食 夕 食 夕 良 夕 食 夕 食 夕 食 野外夕食

会

レクリエ
T13 1'15 Trn T20 T22 

ー ション

お茶 お茶 お茶 お茶 お茶 お茶

設 定：1 0泊11日， 東山荘，参加者4 1名， ス タッフ1 0名

閉会礼 拝

目 標：「教会生活研修会とは… この研修会の期しているものは，集団生活
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の中で， 自己， 他者のあり方をみずから体験しつつ， より効果的，創造

的な生き方を発現することにある。 」

構成要素： Tグルー プ 2 2 回。

Gセッション9回。

グル ー プの領域： Tグル ー プの問題を考察， グル ー プの動きに目をひら

く， グルー プが問題を解する過程を学ぶ， Tグル ー プに問題解決。

対人及び個人の領域：対人コミュ ニ ケ ーション， 感情表現，創造的自己

表現。

その他

インタレストグル ー プ． パ ネル討議「研修会を語る」

Eグル ー プなし。

考 察： Tグルー プが 2 2 回と増加しており， Tグル ー プを中心に Gセッシ

ョンは進んだ。 即ち前半はTグル ー プの動きを促進するGセッションと

して感情表現， Tグル ー プの問題，創造的自己表現， 後半には Tグル ー

プメンパ ー でGセッションを構成して問題解決作業を行っている。

また， すでにあった理論の提示と いうよりは参加者が中心になって

展開するものとなっている。 これは第7回のデザインに共通点をみる。

この回に初めてカトリック教会からの参加があった。

第 1 0 回教会生活研修会実施日程表 (1967·7 。 14-22) 東山荘

8

9

0

1

2

 

1

1

1

2

8

4

5

 

7

8

 

10 

7月1 6日 7月1 7日 7月1 8日 7月1 9日 7月2 0日 7月21日 7月22日

礼 拝 礼 拝 礼 拝 礼 拝 礼 拝 礼 拝 礼 拝

朝 食 朝 食 朝 食 朝 食 朝 食 朝 食

T - 2 T -6 T -9 T12 T 15 T -16 
閉会礼拝

T -3 T -7 T10 Tn T1 6 

昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食

自 由 自 由
G 2 

協力
G

選
-3
程

G 4 
クリエイティ
ビティ 集団決定

お 茶 お 茶 お 茶 お 茶 お 茶

T4 ムープ
G

メ
-

ン4ト 自 由 自 由 自 由

自由（入浴 入 浴 入 浴 入 浴 入 浴

← 体
開

夕
集
会

食

礼
会
・

拝

オ

・全 夕 食 夕 食 夕 食 夕 食 夕 食

リエ
、, -r-一 、、 一， ノ

T -1 T -5 T - 3  Tn T1 4 T11 

お 茶 お 茶 お 茶 お 茶 お 茶 お 茶

T1 a 伍
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領 域：集団生活

設 定：6泊7日，東山荘，参加者7 9名， ス タッフ1 5名

目 標：私たちの日常生活の状況の中で，

(1) 他の人がどのような内的体験をし ，どういう行動をしてお り，

その行動がどんな結果を生じているか。

(2) また，そこで，自分の中ではどのような体験がおこっているの

か，どんな感じ ，思い，考えが動き，流れているのか。 自分はど

ういう，はたらきをしているのか。 ということを，体験的に感じ

とり，その状況のなかで自分がよ り自然に在るための新し い生き

方， 動き方を見出す。 （以上が委員長の挨拶の中で提示された）

構成要素：T グル ー プ1 8回。

Gセッション 4回 。

グル ー プの領域：協力過程，集団決定，

個人の領域：ム ー ヴメント，クリエィティビティ。

考 察：期間が短縮され たが T グル ー プ は減少していない。 T グル ー プが中

心である。 GセッションはTグル ー プの学びの促進のためにデザインさ

れ ている。 後半ではTグル ー プことに現場適用を考慮した集団決定を行

っている。

参 考 資 料

o 「ラボラトリ一方式による人間関係訓練」 柳 原 光

J ICE シリー ズ�-1 ヒュ ー マンリレ ー ションズトレ ー ニング

o 「第 2 回 教会における集団生活指導者研修会記録」

日本基督教協議会教会学校部

グル ー プ ・ ダイナミックス 委員会

o 「立教大学 JICE 通信」

立教大学キリ ス ト教教育研究所

第1 号 一 第1 5 号

゜ 「教会生活研修会記録」第3回ー第1 0回， 1962 - 1967 

立教大学キリ ス ト教教育研究所
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